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伊
丹
広
報
３
面

０
８
０
１
０
３

木
❶
木
❷
木
❸
井
❹
井
❺
木
❻
木
❼
木
❽
藤
❾
井
10
木
⑪
亀

みんなで大切に
道路ふれあい月間

Ａ
Ｉ
と
人
工
衛
星
で
見
守
り

安
全
・
安
心
な
水
道

能
登
半
島
地
震
で
水
道
管
が
甚
大

な
被
害
を
受
け
、
被
災
地
で
の
生
活

や
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
大
き
な
支
障

と
な
り
、
水
道
の
重
要
性
が
再
認
識

さ
れ
ま
し
た
。

本
市
は
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

の
一
環
と
し
て
、
従
来
か
ら
水
道
管

の
耐
震
化
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
市
内
の
基
幹
管
路

の
耐
震
適
合
率
は
７４
・
６
㌫
と
、
全

国
平
均
４２
・
３
㌫
、
兵
庫
県
平
均
４８

・
７
㌫
、
国
の
２
０
２
８
年
度
目
標

６０
㌫
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

と
は
い
え
、
本
市
の
水
道
事
業

は
、
１
９
３
６
年
（
昭
和
１１
年
）
に

水
の
供
給
を
開
始
し
て
か
ら
８８
年
を

迎
え
ま
す
。

水
道
管
は
主
に
地
中
に
あ
る
た

め
、
日
頃
目
に
つ
き
に
く
い
存
在
で

す
が
、
市
内
一
円
に
張
り
巡
ら
さ

れ
、
総
延
長
は
５００
㌔
㍍
以
上
に
及
ぶ

重
要
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
で
、
老
朽
化

に
対
応
し
た
適
切
な
維
持
管
理
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
年
度
、
最
新
の
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
活
用
し
て
、「
水
道
管
路

Ａ
Ｉ
劣
化
予
測
診
断
」
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

同
診
断
は
、
水
道
管
の
健
康
状
態

を
「
見
え
る
化
」
す
る
も
の
で
、
い

つ
布
設
し
た
の
か
、
管
の
材
質
や
漏

水
履
歴
、
土
壌
・
地
形
な
ど
の
環
境

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
Ａ
Ｉ
で
分
析
し
ま

す
。こ

れ
ま
で
は
単
純
に
布
設
時
期
の

古
い
水
道
管
か
ら
順
次
更
新
し
て
き

ま
し
た
が
、
今
後
は
Ａ
Ｉ
が
導
き
出

す
水
道
管
の
状
態
に
合
わ
せ
た
更
新

計
画
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
そ
し

て
、
よ
り
安
全
で
合
理
的
な
水
道
事

業
の
運
営
が
期
待
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
も
う
一
つ
、「
人
工
衛
星

画
像
を
活
用
し
た
水
道
管
広
域
漏
水

調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

人
工
衛
星
は
、
広
大
な
地
域
を
一

度
に
観
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
大
規
模
な
水
道
管
路
網
の
調

査
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

人
が
行
う
地
上
で
の
物
理
的
な

調
査
に
比
べ
て
早
期
発
見
、
早
期

対
策
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
二
次

災
害
の
防
止
と
ポ
ン
プ
の
運
転
電

力
の
削
減
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２

削
減
に

つ
な
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

先
人
が
築
い
た
伊
丹
の
水
道
で

す
。
最
新
技
術
を
取
り
入
れ
た
経

営
に
よ
り
、
環
境
に
優
し
く
、
安

全
安
心
で
、
お
い
し
い
水
道
水
を

み
な
さ
ん
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
、

今
後
と
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。（

市
長

藤
原

保
幸
）

８
月
は
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
で

す
。
市
は
、
道
路
を
美
し
く
安
全
に

利
用
し
て
も
ら
う
た
め
、
道
路
の
正

し
い
利
用
の
啓
発
に
努
め
て
お
り
、

近
隣
企
業
な
ど
の
団
体
に
は
、
道
路

上
の
街
路
樹
の
植
栽
管
理
を
お
願
い

す
る
取
り
組
み
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
協
力
で
き
る
企
業
・
団
体
に

は
、
市
職
員
が
管
理
技
術
や
知
識
の

情
報
提
供
を
行
い
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。道

路
に
は
み
出
た
庭
木
や
植
木
鉢

な
ど
が
原
因
の
事
故
は
、
物
件
所
有

者
の
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る

の
で
、
適
切
に
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
道
路
や
公
園
な
ど
の
不
良

箇
所
を
発
見
し
た
と
き
は
、
不
良
箇

所
の
写
真
を
撮
り
、
市
イ
ン
フ
ラ
通

報
シ
ス
テ
ム
（
下

二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
読
み
取
り
可
）

か
ら
通
報
を
。

問
市
道
路
保
全
課
℡
７８４
・
８
０
５

８
。

◆
家
庭
菜
園
の
利
用
者
を
募
集

市

は
、
家
庭
菜
園
「
①
第
２
菜
園
（
瑞

原
２
）」、「
②
第
３０
菜
園（
池
尻
２
）」

の
利
用
者
を
次
の
通
り
募
集
し
ま

す
。
利
用
期
限
は
①
令
和
８
年
２
月

２８
日
②
１１
年
２
月
２８
日
。

▽
対
象


市
内
に
住
所
が
あ
る
１８

歳
以
上
の
人
か
学
校
園
、
福
祉
施
設

な
ど
（
現
在
、
市
家
庭
菜
園
を
利
用

し
て
い
る
人
は
不
可
。
応
募
は
１
住

所
（
１
施
設
）
に
つ
き
１
菜
園
の
み
）

▽
利
用
料
（
年
額
）


標
準
２０
平
方

㍍
で
１
万
５
千
８００
円
（
年
度
途
中
の

利
用
は
減
額
）。

�
電
話
で
市
農
業
政
策
課
℡
７８４
・

８
０
５
０
へ
。
先
着
順
。

◆
秋
冬
野
菜
の
育
て
方
セ
ミ
ナ
ー

８
月
３１
日
㈯
午
前
１０
時
、
ス
ワ
ン
ホ

ー
ル
で
。

菜
園
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
高
堂
敏
治

さ
ん
に
よ
る「
秋
冬
野
菜
の
育
て
方
」

セ
ミ
ナ
ー
。

定
員
６０
人
。
参
加
料
２００
円
。

�
８
月
２８
日
ま
で
に
電
話
で
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
伊
丹
市
土
に
親
し
む
会
事
務

局
℡
７７９
・
５
５
４
４
（
平
日
午
前
８

時
４５
分
〜
午
後
１２
時
１５
分
）
へ
。
先

着
順
。

◆
特
定
生
産
緑
地
の
指
定
申
し
込
み

を

生
産
緑
地
は
、
指
定
後
３０
年
を

経
過
す
る
と
、
い
つ
で
も
買
い
取
り

申
し
出
が
可
能
と
な
る
一
方
、
固
定

資
産
税
が
農
地
課
税
か
ら
宅
地
並
み

課
税
に
、
ま
た
相
続
税
な
ど
の
納
税

猶
予
の
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

市
は
、
都
市
農
地
の
保
全
を
図
る

た
め
全
て
の
生
産
緑
地
に
対
し
、「
特

定
生
産
緑
地
」
の
指
定
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

対
象
は
平
成
７
年
度
に
生
産
緑
地

に
指
定
さ
れ
た
農
地
の
所
有
者
。
生

産
緑
地
の
指
定
か
ら
３０
年
経
過
し
た

場
合
、
特
定
生
産
緑
地
に
指
定
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

�
対
象
者
に
送
付
す
る
申
込
書
類

に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
直
接
か
同

封
の
返
信
用
封
筒
で
１０
月
３１
日
（
必

着
）
ま
で
に
市
都
市
計
画
課
（
℡
７８４

・
８
０
６
７
）
へ
。

◆
大
阪
国
際
（
伊
丹
）
空
港
周
辺
の

建
造
物
高
さ
制
限
に
注
意

航
空
法

に
よ
り
、
空
港
周
辺
に
設
置
す
る
物

件
（
建
築
物
、
ク
レ
ー
ン
、
ア
ン
テ

ナ
、
避
雷
針
、
樹
木
な
ど
）
に
は
、

高
さ
制
限
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

物
件
を
設
置
す
る
場
合
は
、
関
西

エ
ア
ポ
ー
ト
㈱
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
下

二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
読
み
取
り
可
）

で
確
認
を
。

問
関
西
エ
ア
ポ
ー
ト
㈱
℡
０６
・
４

８
６
５
・
９
６
０
１
。

穴のあいた道路（過去通報例）

市
文
化
振
興
ビ
ジ
ョ
ン

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施

市
は
、「
伊
丹
市
文
化
振
興
ビ
ジ

ョ
ン
（
案
）」
に
つ
い
て
、
次
の
通

り
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し

ま
す
。

▽
公
表
期
間


８
月
５
日
〜
９
月

３
日
▽
公
表
場
所


市
役
所
４
階
の

文
化
振
興
課
、同
３
階
の
総
務
課（
行

政
資
料
コ
ー
ナ
ー
）、
同
１
階
の
ま

ち
づ
く
り
推
進
課
、
各
支
所
・
分

室
、
く
ら
し
の
プ
ラ
ザ
、
市
民
ま
ち

づ
く
り
プ
ラ
ザ
、「
ふ
ら
っ
と
」人
権
ぐ
ら

セ
ン
タ
ー
、
図
書
館「
こ
と
ば
蔵
」、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▽
応
募
資
格


市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
、
市
内
に

事
務
所
か
事
業
所
が
あ
る
人
、
同
案

件
に
利
害
関
係
が
あ
る
人
。

意
見
の
あ
る
人
は
、
住
所
（
市
外

の
場
合
は
勤
務
先
か
学
校
名
も
）、

氏
名
、
意
見
を
書
い
て
、
公
表
期
間

に
直
接（
各
窓
口
の
業
務
時
間
内
）、

各
公
表
場
所
か
郵
送
（
必
着
）
で
〒

６６４
・
８
５
０
３
伊
丹
市
役
所
文
化
振

興
課
（
フ
ァ
ク
ス
７８４
・
８
０
４
８
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
請
も

可
）
へ
。

問
市
文
化
振
興
課
℡
７８４
・
８
０
４

３
。

市

政
見
る
聞
く

協
議
会
な
ど

を
開
催

◆
第
１
回
市
障
害
者
地
域
自
立
支
援

協
議
会

８
月
５
日
㈪
午
後
２
時
、

市
役
所
１
階
の
１０１
会
議
室
で
。

議
題
は
「
各
検
討
会
・
部
会
か
ら

の
報
告
」
な
ど
。

定
員
１０
人
。
傍
聴
希
望
者
は
当
日

午
後
１
時
半
ま
で
に
直
接
、
会
場

へ
。
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

問
市
障
害
福
祉
課
℡
７８４
・
８
０
３

２
。

◆
第
４
回
市
行
財
政
審
議
会

８
月

６
日
㈫
午
後
６
時
、
市
役
所
２
階
の

２０１
会
議
室
で
。

議
題
は
「
健
全
な
財
政
運
営
に
つ

い
て
」。

定
員
１０
人
。
傍
聴
希
望
者
は
当
日

午
後
５
時
５０
分
ま
で
に
直
接
、
会
場

へ
。
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

問
市
経
営
企
画
課
℡
７８４
・
８
０
２

７
。

◆
第
２
回
市
総
合
交
通
会
議
全
体
会

８
月
７
日
㈬
午
後
２
時
、
市
役
所
１

階
の
１０１
会
議
室
で
。

議
題
は
「
次
期
伊
丹
市
総
合
交
通

計
画
策
定
に
つ
い
て
」。

定
員
５
人
。
傍
聴
希
望
者
は
当
日

午
後
１
時
４５
分
ま
で
に
直
接
、
会
場

へ
。
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

問
市
交
通
政
策
課
℡
７８４
・
８
０
５

２
。

◆
個
人
事
業
税
の
納
税
を

個
人
事

業
税
は
不
動
産
貸
付
業
、
請
負
業
、

医
業
な
ど
個
人
で
事
業
を
行
う
人
に

か
か
る
県
税
で
す
。

第
１
期
分
の
納
期
限
は
９
月
２
日

㈪
で
す
。

期
限
ま
で
に
▽
金
融
機
関
▽
※
コ

ペ

イ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
▽
Ｐ
ａ
ｙ
�

ジ

ー

ｅ
ａ
ｓ
ｙ
対
応
金
融
機
関
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
か
Ａ
Ｔ
Ｍ
▽

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
▽
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
―
―
で
納
付
し
て

く
だ
さ
い
（
※
は
納
付
額
が
３０
万
円

以
下
の
も
の
に
限
る
）。

問
課
税
に
関
す
る
こ
と
は
、
県
伊

丹
県
税
事
務
所
課
税
第
１
課
℡
７８５
・

９
４
１
７
、
納
税
に
関
す
る
こ
と
は

同
収
税
課
℡
７８５
・
７
１
４
１
。
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国際友好都市・中国佛山市
青少年絵画コンテスト

市の国際友好都市・佛山市が実施する絵画コンテストの作品を次の通
り募集します。
【募集内容】▷「四季折々」をテーマに描いた絵画作品（一つの季節に
絞って描くことも可）▷A４かA３サイズ▷作者オリジナルの未発表作
品
【対象】市内在住・在学の６～１７歳
詳しくは、市ホームページ（二次元コードから読み取
り可）で確認を。
�９月９日までに絵画を直接か郵送（必着）で〒６６４
-８５０３伊丹市役所秘書課（℡７８４-８００９）へ。


